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一 

 



 

 

三 

 
公
害
健
康
被
害
補
償
法
に
基
づ
く
補
償
給
付
支
給
事
務
に
対
す
る
国
の
交
付
金
及
び
公
害
保
健
福 

祉
事
業
に
対
す
る
国
の
助
成
措
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

公
害
健
康
被
害
補
償
法
は
、
そ
の
第
一
条
で
「
大
気
の
汚
染
又
は
水
質
の
汚
濁
（
―
略
―
）
の
影
響
に
よ
る
健
康 

 
 

被
害
に
係
る
損
害
を
填
補
す
る
た
め
の
補
償
を
行
な
う
と
と
も
に
、
被
害
者
の
福
祉
に
必
要
な
事
業
を
行
な
う
こ 

 
 

と
に
よ
り
、
健
康
被
害
に
係
る
被
害
者
の
迅
速
か
つ
公
正
な
保
護
を
図
る
」
と
そ
の
目
的
を
明
示
し
て
い
る
。 

同
法
の
施
行
後
、
す
で
に
三
年
余
を
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
気
汚
染
な
ど
公
害
に
よ
る
被
害
者 

 
 

は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
府
統
計
の
公
害
患
者
被
認
定 

 
 

者
数
が
昭
和
五
十
年
三
月
末
の
一
万
九
千
人
余
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
末
の
五
万
三
千
人
余
へ
と
二
・
八
倍
に 

 

も
急
増
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
実
状
の
も
と
で
、
政
府
に
は
、
公
害
健
康
被
害
者
の
救
済
と
保
護
を
徹
底
し
、
被
害
者
の
苦
し
み
を 



 

政
府
の
補
償
給
付
支
給
事
務
費
交
付
金
交
付
要
綱
に
基
づ
く
交
付
基
準
は
、
「
職
員
給
与
費
等
」
と
し
て
、
都 

 
 

 

道
府
県
及
び
政
令
で
定
め
ら
れ
た
市
に
対
し
て
一
定
の
金
額
（
昭
和
五
十
一
年
度
で
は
二
百
九
十
万
円
余
）
に 

 
 

「
実
施
主
体
毎
に
別
に
定
め
る
人
員
」
を
乗
じ
た
金
額
の
二
分
の
一
を
交
付
す
る
と
し
て
い
る
。
政
府
の
説
明
に 

 
 

よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
一
年
度
の
「
実
施
主
体
毎
に
別
に
定
め
る
人
員
」
の
全
国
合
計
数
は
第
一
種
地
域
で
七
十
九 

一 

公
害
健
康
被
害
補
償
法
第
四
十
七
条
に
よ
つ
て
都
道
府
県
知
事
、
補
償
法
施
行
令
で
定
め
ら
れ
た
市
の
長 

 
 

は
、
補
償
給
付
支
給
事
務
の
処
理
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
同
法
第
五
十
条
は
、
そ 

 
 

 

の
二
分
の
一
の
金
額
に
つ
い
て
政
府
が
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
従
つ
て
こ
の
交
付
金
が
実
状
に
即
し
て 

 
 

適
正
に
交
付
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
公
害
行
政
の
姿
勢
を
み
る
う
え
で
重
要
な
指
標
の
一
つ
と
な
る
も
の 

 
 

で
あ
る
。 

一
刻
も
早
く
除
去
す
る
た
め
の
強
力
な
施
策
の
遂
行
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
以
下
、
政
府
の
施
策
に
つ
い
て
具
体
的
に
質
問
す
る
。 

四 

 



 

二 

こ
の
よ
う
な
政
府
の
助
成
措
置
の
不
備
に
よ
つ
て
各
地
方
自
治
体
に
は
重
大
な
困
難
が
生
じ
て
い
る
。 

(ロ) 

昭
和
五
十
二
年
三
月
末
で
は
、
こ
の
交
付
金
対
象
一
職
員
当
た
り
の
認
定
患
者
数
は
五
百
九
十
人
余
と
増 

加

し
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
の
職
員
数
で
補
償
給
付
支
給
事
務
が
適
正
か
つ
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
で 

 

あ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
し
た
ら
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

(イ) 

交
付
要
綱
に
言
う
「
実
施
主
体
毎
に
別
に
定
め
る
人
員
」
数
は
、
い
つ
、
ど
う
い
う
基
準
に
基
づ
き
、
ど
の
機

関
で
定
め
ら
れ
た
の
か
、
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。 

名
古
屋
市
の
場
合
、
認
定
患
者
数
は
、
昭
和
五
十
年
三
月
末
の
二
千
百
十
七
人
か
ら
、
五
十
二
年
九
月
末
に 

 
 

は
、
三
千
三
百
二
十
九
人
に
増
え
、
さ
ら
に
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
古
屋
市
に
対
す 

 
 

る
政
府
の
「
職
員
給
与
費
等
」
交
付
金
の
対
象
職
員
数
は
、
わ
ず
か
四
名
で
あ
り
、
一
職
員
当
た
り
認
定
患
者
数 

 
 

は
八
百
三
十
二
名
と
全
国
平
均
を
大
幅
に
上
回
つ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
名
古
屋
市
で
は
、
公
害
患
者
の
救 

人
、
第
二
種
地
域
を
合
算
し
て
も
九
十
人
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

五 

 



 

(ロ) 

名
古
屋
市
を
は
じ
め
関
係
自
治
体
が
政
府
の
交
付
金
対
象
職
員
数
以
上
に
独
自
に
職
員
を
配
置
し
て
い
る
こ

と
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
こ
の
実
数
こ
そ
が
、
補
償
給
付
支
給
事
務
を
適
確
、
親
切
に
遂
行 

 
 

 

し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
職
員
数
と
は
考
え
な
い
か
、
明
確
に
答
弁
さ
れ
た
い
。 

(イ) 

政
府
は
、
全
国
の
都
道
府
県
及
び
施
行
令
で
定
め
ら
れ
た
市
に
お
い
て
、
実
際
に
補
償
給
付
支
給
事
務
に 

 

従
事
し
て
い
る
専
任
職
員
数
を
把
握
し
て
い
る
か
、
把
握
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
数
を
明
ら
か
に
さ
れ 

 
 

た
い
。 

済
、
保
護
行
政
を
促
進
す
る
た
め
に
、
補
償
給
付
支
給
事
務
に
た
づ
さ
わ
る
専
任
職
員
三
十
八
名
を
従
事
さ
せ 

 
 

て
い
る
。
そ
の
給
与
費
等
の
合
計
額
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
で
一
億
二
千
七
百
十
一
万
円
（
名
古
屋
市
一
般
職 

 
 

職
員
の
平
均
給
与
で
換
算
）
で
あ
り
、
政
府
の
交
付
基
準
に
よ
る
対
象
額
が
四
人
分
一
千
百
六
十
二
万
円
で
あ 

 
 

る
と
こ
ろ
か
ら
、
国
の
基
準
単
価
で
み
て
も
九
千
八
百
八
十
三
万
円
の
持
ち
出
し
と
な
り
、
深
刻
な
事
態
を
引 

 
 

き
起
こ
し
て
い
る
。 

六 

 



 

三 

公
害
保
健
福
祉
事
業
が
、
被
認
定
患
者
の
苦
し
み
を
少
し
で
も
や
わ
ら
げ
、
健
康
の
回
復
と
増
進
を
図
る
う 

 
 

え
で
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
は
、
何
人
も
異
論
を
は
さ
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
日
、
保 

 
 

健
福
祉
事
業
の
一
層
の
充
実
が
切
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(ハ) 
政
府
が
「
職
員
給
与
費
」
交
付
対
象
職
員
数
を
大
幅
に
増
や
さ
な
い
限
り
名
古
屋
市
の
例
を
み
る
ま
で
も
な  

く
、
関
係
地
方
自
治
体
に
多
大
の
経
費
負
担
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
放
置
す
る
こ 

  

と
は
、
公
害
患
者
の
救
済
、
保
護
を
先
頭
に
立
つ
て
進
め
る
べ
き
政
府
の
責
任
回
避
で
あ
り
、
怠
慢
で
あ
る 

 
 

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
政
府
と
し
て
は
、
来
年
度
予
算
を
も
つ
て
補
償
給
付
支
給
事
務
に
係
る
「
職
員
給 

 
 

与
費
」
の
交
付
対
象
職
員
数
を
大
幅
に
増
員
し
、
関
係
地
方
自
治
体
と
公
害
患
者
の
強
い
要
望
に
こ
た
え
る 

  

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
そ
の
た
め
の
具
体
策
及
び
実
施
時
期
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

補
償
法
施
行
令
第
二
十
五
条
は
、
保
健
福
祉
事
業
に
つ
い
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
転
地
療
養
事 

 
 

 

業
、
家
庭
療
養
用
具
支
給
事
業
な
ど
具
体
的
に
は
四
項
目
の
事
業
を
定
め
て
い
る
が
、
現
在
、
公
害
認
定
患
者 

七 

 



 

(ハ) 

名
古
屋
市
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
昭
和
五
十
四
年
度
の
短
期
三
箇
年
計
画
で
老
人
、
障
害
者
な
ど 

(ロ) 

県
、
市
が
独
自
に
保
健
福
祉
事
業
と
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
含
む
恒
常
的
転
地
療
養
施
設 

 

を
建
設
し
、
管
理
、
運
営
す
る
場
合
で
あ
つ
て
も
、
施
行
令
第
二
十
五
条
の
五
号
に
い
う
「
前
各
号
に
掲
げ 

 
 

 

る
も
の
の
ほ
か
、
被
認
定
者
の
福
祉
を
増
進
し
、
又
は
指
定
疾
病
に
よ
る
被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な 

 
 

事
業
で
環
境
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
」
と
い
う
条
項
を
活
用
し
、
政
府
と
し
て
適
切
な
予
算
措
置
を
講
ず
る 

 
 

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

(イ) 

転
地
療
養
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
一
定
の
改
善
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し 

 
 

た
恒
常
的
施
設
の
設
置
を
含
め
た
公
害
認
定
患
者
の
要
望
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
具
体
的
対
策
を
持
つ 

 

て
い
る
な
ら
ば
伺
い
た
い
。 

や
そ
の
家
族
か
ら
は
、
転
地
療
養
事
業
に
応
募
し
た
者
に
限
ら
ず
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
望
む
時
に
転
地
療 

 
 

養
す
る
こ
と
の
で
き
る
恒
常
的
施
設
の
建
設
を
望
む
声
が
広
範
に
の
ぼ
つ
て
い
る
。 

八 

 



 

 

九 

が
低
額
で
承
用
で
き
る
機
能
回
復
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
施
設
と
し
て
「
緑
と
太
陽
の
村
」
建
設
計
画

を
進
め
て
い
る
が
、
こ
こ
に
公
害
被
認
定
患
者
用
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
併
せ
て
設
置
し
保
健 

福
祉

事
業
に
供
し
た
い
と
い
う
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
各
地
方
自
治
体
の
独
自
の
努
力
を
促
進 

す
る
意

味
で
も
お
お
い
に
、
こ
う
し
た
計
画
に
助
成
措
置
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
基
本
的 

見
解
並
び

に
名
古
屋
市
の
こ
う
し
た
具
体
案
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 




